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折り 重ね られ た 時 の 昔 積 


芳 流 (kaoru ) 


https://wwwr.pDixiV.ne び novel/show.php?id=21826952 


ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム , 原作 終了 後 , アバ ン , フロ ー ラ (ダイ の 
大 冒険 ) 


最終 回 か ら 2 0 年 以上 。 

ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム は 、 ネ イル 村 で 暮らし て いま す 。 

「 ヒュ ンマ CandyFes 」 で 投稿 し た 短編 に 、2 シ ー ン 足し て 改題 し まし 
た 。 

ヒュ ン ケ ル ( 44 ) マ ァ ム ( 39 ) アバ ン ( 54 ) フロ ー ラ (52 ) 

ヒュ ンマ の 子ども た ち 

長男 (18 ) 長女 (16 ) 次 男 ( 11 ) 次 女 (6) 

ヒュ ンマ 夫婦 より も 、 ア バン と 長男 の 出番 が 多い で す 。 

これ を 書き 上 が っ た あと 、 獄 炎 最 新 話 で 、 若 アバ ン が 例 の 技 を 使っ 
て いた の が 、 個 人 的 に 胸 熱 で し た 。 年 を と っ て も 使え る の は 、 あ の 
技 だ と 思い ます 。 


1 ペー ジ 目 の み 2023.11.11 ヒュ ンマ CandyEFes に 投稿 
2024.3.22 一 24 ヒュ ンマ お こさ ま WEB オ ン リ ー「okosama 」 合わ せ 
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折り 重ね られ た 時 の 昔 積 


普段 は 賑やか な リビン グ が 、 こ の 日 は いや に 静か だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム が 一 緒 に 暮らす よう に な っ て 、 も う 2 0 年 近 
く 。 家族 も 増え 、 自 宅 は いつ も 子ども た ち が 笑 いあ う 、 賑 や か さ に 
満ち て いた 。 

だ が 、 こ の 日 は どう し た こと か 。 

ヒュ ン ケ ル ひ と り が テー ブル に つい た リビン グ で 、 マ ァ ム は 、 い 
つも と 同じ よう に 夕食 後 の 敬 琲 を 冷 れ る と 、 夫 の 前 に 出 し た 。 

「 あ り が とう 、 マ ァ ム 。 」 

いく つ に な っ て も 、 何 年 一 緒 に 暮らし て も 、 彼 は 丁寧 に 礼 を 吉 
ee 

マ ア ァ ム は 、 い つも 通り の 笑み を 浮か べ 、 上 自分 も 席 に つい て 珈 琲 を 
日 に 運ん だ 。 

熱い ! 珈 琲 に 息 を 吹き か け な が ら 、 マ アァ ム は 咳 いた 。 

「 子 ども た ち 、 大 丈夫 か し ら 。 先生 の と ころ で 暴れ て な いと いい ん 
だ けど 。』 

「 先生 は 、 子 ども の 扱い は 慣れ て いる だ ろう 。 だ が 、 そ うだ な 。 先 
生 は と も か く 、 姫 た ち が 心 配 だ な 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 に くす けり と 笑み を 浮か べ 、 マ ァ アム は 、 出 か ける 
際 の 子ども た ちの 姿 を 思い 浮か べた 。 

「 久 し ぶり に お 兄ちゃん に 会 える っ て 、 は し ゃ いで た も の ね 。 」 

「 兄弟 仲 が 良かっ た か ら な 。 あ いつ が 家 を 出 た の は さみし か っ た ん 
だ ろう 。 」 

「 ア バン 先生 に は 感謝 ね 。 子 ども た ちの 面倒 を 見 て も ら っ て る よう 
な も の だ も の ね 。 」 

つう だ な 1 

マ ア ム と ヒュ ン ケ ル の 間 に は 、 何 人 か 子ども た ちがい る が 、 一 番 
上 の 子 は 、 成 人 し て お り 、 婚 に ネイ ル 村 を 出 て 、 カ ー ル 王 都 で 暮 ら 
し いた 。 

だ が 、 一 番 下 の 子 は 、 ま だ 幼く 、 夜 も マ ァ ム と 一 緒 に 寝 た が る よ 
うな が 年頃 だ っ た 。 


だ か ら 、 普 段 は 、 ま だ まだ 家 の 中 は 賑やか で ある し 、 ヒ ュ ン ケル 
も マ ァ ム も 、 子 ども た ちの 父 と し て 、 母 と し て 、 過 ご す 時 間 が 多 
か っ た 。 

子ども た ち 同 士 の 仲 も よかっ た の だ が 、 一 番 上 の 子 が カー ル 王 都 
で 暮らす こと に な っ て 、 兄 弟 が 離れ 離れ に な っ た 。 

する と 、 下 の 子ども た ち が 光 し が る よう に な っ た こと か ら 、 ア バ 
ン の 計ら いで 、 子 ども た ち 全 員 、 し ば らく カー ル に 遊び に 行く こと 
に な っ た の だ っ た 。 

子ども た ち に つい て いく と 吉 っ た マ ァ ム の 吉 葉 を 、 ア バン は は っ 
きり と 制 し た 。 
ーー 子ども た ち も 、 た ま に は ご 両親 と 離れ る 時 間 が 必要 で す よ 。 

お か げ で 、 ヒ ュ ン ケル と マ ァ ム だ けが 、 自 宅 に 残さ れる こと に 
な っ た 。 

子ども た ちの こと は 、 ア バン と フロ ー ラ だ け で は な く 、 彼 ら の 間 
の 二 女 た ち も 見 て くれ て いる こと だ ろ っ うつ 。 

ふた けり きり の 食卓 を 終え 、 や は り ふ た けり きり で 、 珈 琲 を 飲ん で い 
る と 、 時 間 が 急激 に 、 2 0 年 前 に 巻き 戻さ れ て 行く よう つ で あっ た 。 

マ ア ァ アム は 路 い た 。 

「 静 か ね 。 」 
bo だ な 。 1 

ヒュ ン ケ ル は 、 言葉 を つづ けた 。 

「 これ か ら は こう いっ た 時 間 が 、 少 し ずつ 増え て いく の だ ろう な 。 
あい つら も 、 い つま で も 子ども で は な い 。 い つか 、 家 を 出 て いく ん 
だ か ら な 。 」 


2 の つね 」 
人 韻 く マ ァ アム の 声色 に 、 ヒ ュ ン ケル は 僅か な 感 慌 を 感じ 取っ て い 
た 。 


彼 は 、 尋 ね た 。 

「 寂 し いか 、 マ ァ ム 。 」 

「 少 し ね 。 

で も 、 今 日 は ちょ っ と 嬉し いか な 。 昔 に 戻っ た みた いで 。 」 
そう 吉 っ て 、 い た ずら っ ぽく 笑う マ ァ ム は 、 2 0 年 前 と 何ら 変わ 
ら な い 愛 らし さ が あ っ た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 感 慌 深 げに つぶ や いた 。 

「・・・ お 前 は 、 い くつ に な っ て も 可愛 らし いな 。」 
op 

マ ァ ム は 、 戸 惑 っ た 声 を 上 げた 。 ム キ に な っ て 反論 する 。 

「 ヒ ュ ン ケル こそ 。 だ っ て 、 村 の 女 の 人 か ら 何 回 も 聞い た わ 。 ヒュ 
ン ケ ル っ て 、 こ の 村 に 来 て 何 年 も 経つ けど 、 相 変わ ら ず 素敵 だ っ 
て 。 ヒ ュ ン ケル が 褒め られ る の は 嬉し いん だ けど 、 私 ば っ か り 人 年 
と っ ちゃ っ て な いか っ て 、 心 配 な の よ 。 」 

それ は 、 彼 か ら 見 る と ひど く お 門 違い な 悩み だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 低 い 声 を 立て て 笑う と 、 破 壊 力 の ある ひと こと を 
口 に し た 。 

「 可愛 い が な 、 マ ァ ム は 。 」 

「 え つ 。 』 

「 い くつ に な っ て も 、 可 愛らしい 。」 

突然 の 誉め 吉 葉 に 、 マ アァ ム は 、 顔 を 真っ 赤 に し た 。 ど うし て いい 
の か わか ら ず 、 戸 惑 っ た 声 を 上 げた 。 

「 も 、 も うっ ! 」 

「 怒 っ て いる の か ? 」 

「・・・ は 、 恥 ず か し い の 。 」 

「 い いま さら 何 を 吉 っ て いる ん だ 。 」 

「 恥ずかし いわ よ ! 何 年 た っ て も 一 緒 よ ! ! 

・・ う つう つん 、 な 、 な ん か 、 昔 より も 、 余 計 に 恥ず か し 

い ・・・。 年 を と っ た せい か し ら 。」 

「 な ら 、 こ れ は どう つう だ? 」 

ヒュ ン ケ ル は そう 吉 う と 、 椅 子 か ら 立 ち 上 が っ て 、 マ ァ ム に 近 付 
いた 。 そ し て 、 背 を 屈 め る 。 

すぐ に 、 マ ァ ム の 大 に 温もり が 宿っ た 。 

た ち ど こ ろ に 、 マ ァ ム は 、 類 を 染め た 。 

「 子 ども た ちがい な いか ら な 。」 

そつ う 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 に や り と 笑み を 浮か べた 。 そ の 舌先 
が わずか に 大 か ら 覗 いて 、 色 気 を 醸し 出す 。 

「 ビュ ン ケ ル ! 』 

十 を 赤らめ て 照れ る マ ア ム を 、 ヒュ ン ケ ル は 抱き し め た 。 


「 お 前 は 、 い つま で 経っ て も 、 俺 に と っ て は 最愛 の 女性 だ 。 
今日 は 、 久 し ぶり に ふた けり の 時 間 が と れる な 。」 

そう 吉 っ て 、 マ ァ ム に 向け る ヒュ ン ケ ル の 眼差し は 、 2 0 年 前 と 
何ら 変わ っ て お ら ず 、 こ の 日 も 、 愛 お し げに 彼女 を 見 つめ て いた 。 


カー ル 王 宮 の プ ライ ベー ト ガ ー デ ン で 、 王 配 ア バン は 、 そ こ に 仔 
む 若 者 の 育 を 睡 に 映し 、 穏 や か に 目 を 細め た 。 

王 配 の 地位 に 就き 、 早 2 0 年 以上 の と き が 過ぎ た 。 以 前 か ら 柔 和 
で あっ た その 面 に 年 月 と と も に 到 ま れ た 鐵 は 、 彼 の 面 差し に 深み と 
貫禄 、 そ し て 以前 に も 増し た 穏やか さ を 深 えて いた 。 

目 の 前 で は 、 弟 妹 た ちの 相手 を し て 遊ば せ て いる 若い 騎士 の 後姿 
が あっ た 。 ま だ 真新しい 騎士 団 の 制服 は 、 彼 が 騎士 団員 を 拝命 し て 
間 も な い こと を 物語 っ て いた 。 

彼 の 上 の 妹 は 、 彼 と そう 年 齢 が 変わ りな い が 、 未 の 妹 は 、 ま だ 手 
で 数 えら れる ほど の 年 齢 で あり 、 上 背 の ある 彼 か ら す れ ば 、 容 易 に 
抱き 上 げ ら れる くら い の 小 さ な 体 だ っ た 。 

「 お お に い 、 だ っ ここ 一 。 」 

「 わか っ た 、 わ か っ た 。 」 

未 の 妹 の 甘え る 声 と 、 苦 笑 気味 の 彼 の 声 が 聞こ えて くる 。 そ うし 
て 、 ひ ょ いと 、 彼 が 幼い 妹 を 抱き 上 げた 。 

その 様 に 、 ア バン は 笑み を こぼし た 。 目 の 前 の 子ども た ち へ の 愛 
お し さと 、 胸 を 締め る くら い の 懐 か し さ が 押 し 寄せ て くる 。 

アバ ン が 何 も 吉 わ ず に 彼ら の 様子 を 見 つめ て いる と 、 い つの 前 に 
か 、 隣 に 影 が 甘 し た 。 

「 元気 ね 。 」 

笑み を 浮か べ な が ら 、 フ ロー ラ は 咳 い た 。 フ ロー ラ も また 、 ア バ 
ン の 隣 に 並び 、 彼 ら の 様子 を 眺め て いた 。 

「 久 し ぶり に お 兄ちゃん に 会 えて 嬉し いん で す よ 。 兄弟 仲 が 良かっ 
た と 、 マ アァ ム か ら も ヒュ ン ケ ル か ら も 聞い て いま すか ら ね 。 」 

「 そ うだ っ た わ ね 。 」 

「 た ま に は こう し て 、 下 の 子 た ち を 呼ぶ の も いい か も し れ ま せん 
ね 。 ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム の 近況 も 聞き た いで すし 。 」 


「 貴 方 が そう し た い の な ら 、 か まわ な いわ よ 。 」 
「 あ り が と うつ ござ いま す 。 」 
そう 吉 っ て 、 ア バン は 穏やか な 眼差し を 目 の 前 の 子ども た ち に 注 
い だ ま ま 、 口 を 閉 ざ し た 。 
ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム の 間 に は 、 4 人 の 子ども が いる が 、 一 番 上 の 
男子 は 、 成 人 する と 、 カ ー ル 王国 の 騎士 団 に 入隊 し た 。 そ の 兄 に 会 
い に 、 下 の 3 人 が カー ル 王 都 ま で 遊び に 来 て いた の だ 。 
フロ ー ラ は 、 子ども た ちの 様子 を 見 つめ る アバ ン の 横顔 に ちら けり 
と 視線 を 送っ た 。 愛 お し そう な 、 そ し て どこ か 懐か し そう な 眼差し 
を 子ども た ち に 向け て いた が 、 フ ロー ラ に は 、 そ れ が 泣き 出し そう 
な 面 差し に も 見 えた 。 
フロ ー ラ は 、 夫 に 声 を 掛け た 。 
に 江 輝 ョ ココ 
に 9 用 人 二 困 
・ 懐 か し い ? 
4 0 年 前 みた い に 。 」 
その 示さ れ た 時 間 の 巻き 戻し に 、 ア バン は 苦笑 し た 。 彼 が 目 の 前 
の 光景 を 見 つめ な が ら 、 そ こ に 別 の 風景 を 重ね て いる こと を 、 長 年 
連れ 添っ た 妻 は 見 抜い て いた の だ っ た 。 
「・・・ フ ロー ラ に は 、 何 で も わか っ ちゃ いま すね 。 」 
アバ ン は 、 困 っ た よう な 笑み を 浮か べ 、 咳 いた 。 そ し て 、 う っ す 
引合 NOISS 0 
こつ うつ し て いる と ・・・ あ の 了 頃 を 思い 出し ます 。 ・・・ ま だ 、 私 も 
人 」 
アバ ン の 目 に 映る 真新しい 騎士 団 の 制服 を 身 に 纏っ た 青年 は 、 
ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム の 血 を 色濃く 受け 継い で いた 。 その 彼 の 、 短 く 
刈り 込ん だ 母 譲 の 髪 が 、 4 0 年 近い 時 を 巻き 戻す 。 
桃色 の 髪 に 、 カ ー ル 騎士 団 の 制服 を まとっ た 後姿 は 、 彼 の 祖父 
若かっ た 頃 を 、 時 間 を 超え て 切り 取っ た よう で あっ た 。 
その 彼 が 、 幼 い 未 の 妹 を 把 き 上 げ る 。 マ ァ ム に 生き 写し の 幼い 少 
女 を 。 
プラ イベ ー ト ガー デン の 美しく 整え られ た 花壇 の 間 に 、 ふ た けり の 
桃色 の 髪 が 、 花 の よう に 咲き 誇っ て いる 。 穏やか な 冬 の 日 差し が 降 


!) 注ぎ 、 そ の 花 の よう な 色合い に いっ そう 鮭 や か な 色彩 を 添え て い 
7 だ 5 
アバ ン は 、 咳 いた 。 
・ ま る で 、 品 カカ が マ ァ ム を 抱き 上 げ て いる よう で す 


0. お 2 
フロ ー ラ は 、 し ば し の 沈黙 の 後 、 そ っ と 相 梓 を 打っ た 。 
1 時 2 ンー o 


ふた けり の 記憶 の 中 の ロカ は 、 い つも 若者 の 姿 を し て いた 。 
彼 は 、 年 を と ら な か っ た 。 

ロカ が 世 を 去り 、 3 0 年 以上 の と き が 過ぎ た が 、 ア バン の 中 に 
は 、 昨 日 の こと の よう に 鮮明 に 、 こ の 王宮 で 、 彼 と 訓練 を 重ね て い 
た ころ の 記憶 が 残さ れ て いた 。 

過ぎ 去り し 日 々 の 思い 出 は 、 懐 か し く 、 そ し て 、 残酷 な くら い 否 
応 な く 、 そ の 時 間 は も つう 戻 ら な い の だ と の 事実 を 突き つけ て きた 。 
アバ ン は 、 そ っ と 目 を 閉じ た 。 

そし て 、 思 い 出 を か み し め る よう に し ば し その 余韻 を 味わっ て い 
た か と 思う と 、 彼 は ふっ と 息 を 吐い た 。 明 る い 声 色 で 妻 に 話し か け 
た 。 

「 し ん みり し すぎ ちゃ うつ の も よく あり ませ ん ね 。 せ っ か く で す 。 
ちょ っ と 手合 わせ し て きま し ょ うか 。 」 

「 手 加減 し て あげ な さい な 。 」 

「 お や 、 手 加減 し て も ら う の は 私 の 方 で す よ 。 私 も も う 5 0 過ぎ で 
す 。 若 者 の 力 に は か な いま せん よ 。 」 

「 貴方 の 場合 、 年 を と っ て 、 よ り 老 猫 さ が 増し て いる わ 。 」 

「・・・ そ れ 、 凍 め て いる ん で すか ? 」 

「 も ちろ ん だ わ 。 」 

夫婦 と し て 過ごし た と き が 長く な れ ば 、 互 い に 似 て くる と は よく 
聞く こと だ 。 

即答 し た フロ ー ラ の 吉 い 方 が 、 まる で か つて の 自分 の よう で 、 ア 
バン は 苦笑 する ほか な か っ た 。 


アバ ン は 、 若 き 騎 士 団 員 に 近付く と 、 彼 の 名 を 呼ん だ 。 
「 ル ー イ 。 」 


未 の 妹 を 抱き か か えた まま 振り 返っ た 桃色 の 髪 の 青年 は 、 ア バン 
の 出で立ち を 見 て 、 声 を な くし た 。 

si 

えっ 、 先 生 ・・・? 」 

そし て 、 彼 は は っ と する と 、 す ぐに 吉 い 直 し た 。 

「 あ っ 、 い え 、 殿 下 。」 

「 勤務 以外 で は 、 先 生 で 結構 で す よ 。 以前 か ら 、 私 の こと は そう 呼 
ん で いま し た も の ね 。 」 

呼び 方 は さて お き 、 ル ー イ は 、 ア バン の 手 に し て いた 2 本 の 剣 に 
驚い た 。 も ちろ ん 、 稽 古 用 の 鈍ら だ 。 ア バン は 、 そ ん な 若者 の 様子 
を 気 に も せ ず 、 彼 に その うち の 1 本 を 差し 出し た 。 

Mo tr 

久しぶり に 、 稽 古 を つけ て あげ ます よ 。 」 

1 

まだ 彼 が 幼かっ た 頃 は 、 ネ イル 村 に お 妨 び に 来 た ア バン に 稽古 を 
つけ て も ら っ た こと が 何 度 も あっ た 。 だ が 、 ほ ん の 遊び 程度 の も の 
だ 。 勇 者 アバ ン の 武勇 伝 は 、 ルー イ が 幼い 頃 か ら 、 そ れこ そ 、 暗 唱 
する ほど 聞か され て いた 。 ま し て や 、 い ま は 、 ア バン は 、 カ ー ル 騎 
士 団 員 た る ルー イ か ら す れ ば 、 最 も 高位 の 上 官 に 当たる 立場 の 人 物 
だ 。 

その アバ ン に 、 直 々 に 稽古 と 吉 わ れ 、 ル ー イ は 息 を 飲ん だ 。 彼 
は 、 抱 き 上 げ て いた 妹 を 下ろ す と 、 ア バン の 差 し 出 し た 剣 を 手 に 
取っ た 。 

若者 の 引き 締まっ た 表情 に 、 ア バン は 満足 げに 笑み を 浮か べた 。 
「 1 本 勝負 と いき まし ょ うか 。 私 も 高齢 で すか ら 、 手 加減 し て くだ 
さい ね 。」 

「・・・ 御 冗談 を 。 覚悟 を 決め る の は 俺 の 方 で す 。 」 

「 さ あ 、 ど うつ で し ょ つう つか ね 。 』 

ふた けり は 、 互 い に 剣 を 手 に し て 問 合 い を 取っ た 。 お 互い に 向かい 
合い 、 腰 を 落と し て 剣 を 構え る 。 

その 二 人 の 様子 を 、 ル ー イ の 尼 妹 た ち が 見 つめ て いた 。 

「 お お に い 、 が ん ば れ 一 ! 」 

「 先生 、 や っ ちゃ え ! 」 


「 兄さん 、 大 怪我 、 確 定 ・・・。」 

「 つ うつる さい ぞ 、 お 前 た ち ! 」 

間 妹 か ら の あん まり な 声援 に 、 ル ー イ は 声 を 荒 げた 。 

アバ ン に 追い 付い て きた フロ ー ラ は 、 苦 笑 す る ほか な か っ た 。 

「 仕方 な いわ ね 。 

ふた けり と も 、 準 備 は いい か し ら ? 

フロ ー ラ の 吉 葉 に 、 ア バン も ルー イ も うな ずい た 。 

フロ ー ラ は 、 両 者 に 確認 を する と 、 真 っ すぐ に 右手 を 上 げ 、 立 ち 
合い の 火 上 ぶた を 切っ て 落と し た 。 

「 は じ め っ ! 」 

途 端 に 、 ふ た けり と も が 大 地 を 蹴っ た 。 た ち ど こ ろ に 剣 載 の 音 が 和 響 
人 

果敢 に 攻め て いる の は 、 若 い ル ー イ で は あっ た が 、 ア バン は 、 最 
小 の 動き で それ を 受け 止め て いた 。 

アバ ン の 身体 に 触れ そう つ で 、 触 れ ら れ な い )。 

押し 切れ そう な くせ に 、 留 め ら れる 。 

ルー イ は 、 攻 撃 を 繰り 出す た びに 、 昔 立ち を 募ら せ た 。 

何 度 目 か の 打ち 合い の 後 、 ア バン は 、 後 ろ に 飛ん で 問 合 い を 取っ 
た 。 

さっ と 逆手 に 剣 を 持ち 換え 、 そ の 剣 を 育 中 に 回 す 。 独特 の その 構 
え は 。 

「 ア バン スト ラッ シュ ・・・。」 

立ち 合い を 見 守っ て いた 上 の 妹 が つぶ や いた 。 

その 次 の 瞬間 、 ア バン が に や り と 笑み を 浮か べ 、 足 を 踏み 込む 
と 、 痛 中 に 回 し た 人 語 か ら 一 撃 を 放っ た 。 

「 ア バン スト ラッ シュ ! 」 

だ が 、 そ の 一 撃 を 予測 し て いた ルー イ は 、 己 の 合 で その 一 撃 を 受 
け 止 め た 。 矢 の よう な 一 撃 に 押さ れ 、 後 ろ に 引い た 足 に 力 を 込め 、 
何と か 踏み と ど ま る 。 
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うめ き な が ら も 、 か ろう つうじ て 耐 えき っ た その 姿 に 、 ア バン は 感嘆 
の 声 を 上 げた 。 


「 あ ら ~-・・・ も うっ 耐え られ ちゃ いま し た か ・・・ さ す が で す 。 耐 
久 は ヒュ ン ケ ル 譲 で すね 。 」 

頭 々 と し た その 吉 葉 に 、 ル ー イ は 不 敵 な 笑み を 浮か べた 。 
「・・・ こ こま で で すか 、 先生? 

な ら 、 今 度 は こっ ちの 番 で す ・・・! 」 

ルー イ は 、 大 きく 剣 を 引い た 。 そ し て 、 ア バン の 胸元 に 狙い を 定 
め る と 、 真 っ すぐ に 突き 技 を 繰り 出し た 。 

「 先生 、 覚 悟っ ! ! 」 

だ が 、 次 の 瞬間 、 ル ー イ は 違和感 を 覚え た 。 

アバ ン が 剣 を 捨て た 。 

まる で 無防備 に 構え を 解き 、 両 手 を 下げ る 。 

一 見 、 胸 を さら け 出 し た か の よう な アバ ン の その 態度 に 、 だ が 、 
ルー イ は 背筋 を 凍ら せ た 。 

お か し しい)。 

何 か が 違 つ 。 

これ は 、 踏 み 込 ん で は いけ な い ・・・! 

と っ さ に そう 感じ た も の の 、 遅 か っ た 。 

ルー イ は 、 剣 を 突き だ す 自 分 を 見 上 げ る アバ ン の 目 が 笑っ て いる 
こと に 気が付い た 。 

若者 の 一 撃 が 、 ア バン の 身体 に 突き 刺さ る 。 

「 先生 ツ ! 」 

「 ア バン っ ! ! 」 

見 守る フロ ー ラ た ちの 慈 鳴 が 上 が っ た 。 

次 の 瞬間 。 

アバ ン が 、 再 び 合 を 手 に 取っ た 。 

「 ア バン スト ラッ シュ ! 」 

アバ ン の 剣 が 空 を 切り 、 ル ー イ に 襲い 掛か る 。 ま と も に その 一 撃 
を 受け 、 彼 は 吹き 飛ば され た 。 

「 つ わあ ああ っ ! ! ! !」 

「 兄さん ! 」 

「 お お に い ! ! 」 

ど さ り と 、 そ の 長身 が 地 に 落ち る 。 

育 中 から 墜落 し 、 ル ー イ は 、 苦 痛 に その 面 を 人 歪め た 。 


(2 
「 な ・・・ 何 で すか 、 い ま の 技 ・・・。」 

アバ ン は 、 い つも 通 り の 和 柔和 な 笑み を 浮か べた まま 、 何で も な い 
こと の よう に 答え た 。 

「 無 月 陣 で す よ 。 」 

「 無 月 陣 ? 」 

「 は い 。 あ えて 相手 の 技 を 受け 、 そ の 隙 を つい て 、 攻 撃 を 返す 技 で 
す 。 」 


「 @ @ @ ! 」 


ルー イ は 、 息 を 飲ん だ 。 当然 の よう に アバ ン は 答え て いる が 、 
SH 
た 。 

老 齢 に 差し 掛か っ て いる は ず の アバ ン が 、 若 い 彼 の 攻撃 を 受け て 
耐え 、 そ の 隙 に 最大 威力 の 技 を 打ち 込ん だ の だ 。 

吾 々 と し た 笑み を 絶やさ ず に 、 ア バン は 、 ル ー イ に 語り 掛け 
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「 私 は 、 多 く の 人 に アバ ン 流 の 武術 を 教え まし た が 、 こ の 無 刀 陣 を 
洗 得 し た 人 は た っ た 一 人 だ け で し た 。 

アバ ン の 吉 葉 に 、 ル ー イ は 、 彼 の 知る 最強 の 戦士 の 姿 を 思い 浮か 
べた 。 

均整 の 取れ た 眉 し い 育 中 に 、 銀 の 髪 。 い つも 追い か け て 来 た そ の 
姿 が 、 脳 裏 に 浮か ぶ 。 

まる で 、 そ の 思考 が 見 えて いる か の よう に 、 ア バン は 作 い た 。 

「 貴方 の お 父さん で す よ 。 」 

「 父さん ・・・。」 ュ 

ルー イ は 咳 い た 。 

アバ ン は 、 若 き 騎 士 団員 に 手 を 差し 伸 べ る と 、 ゆ っ くり と その 人身 
を 起こ させ た 。 

「 貴方 は まだ 若い 。 も っ と 鍛錬 し て 、 強 く な っ て くだ さいし いり)。 

私 の こと も 、 ヒ ュ ン ケル の こと も ・・・ 貢 方 の お じい さん の こと 
も 超え て いく よう に 。 」 

アバ ン は 、 目 の 前 の 青年 の 向こう に 、 彼 と 同じ 髪 の 色 だ っ た 親友 
の 若き 姿 を 思い 浮か べ て いた の だ ろ つ か 。 こ の 青年 の 祖父 に 当たる 


男 で あり 、 そ し て 、 若 いま ま 世 を 去っ た 自身 の 親友 だ っ た 男 の こ と 
を 。 
アバ ン は 、 青 年 に 語り 掛け た 。 
「 ル ー イ 、 貴方 の 名 に は 、 異 国 の 光 の 神 の 名 が 織り 込ま れ て いま 
す 。 それは 、 貴 方 の 生き る 先 が 、 光 に 満ち て いる よう に と 、 皆 が 
願っ て いる か ら で す よ 。 」 

青 れ た 冬 の 陽 が 、 温 か な 光 を ブ プライベート ガー デン に 投げ か け 
る 。 そ れ は 、 こ の 先 の 己 の 人 生 を 切り 開い て いく 若者 へ の 祝福 だ っ 
た 。 


